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概要 

 背景 

 システム要件 

 検索の実際 

 まとめ 
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試験問題の点検は困難 

 教科・科目数が多い 

 H24年度より地歴・公民で時間割の区別なし 

 「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」「地
理Ａ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」「政治経済」「倫
理・政治経済」の10科目から最大2科目 

 H27年度から理科 

 理科①「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学
基礎」４科目 

 理科②「物理」「化学」「生物」「地学」４科目 

 理科②移行措置「理科総合Ａ」「理科総合Ｂ」「物
理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」「地学Ⅰ」の６科目 
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コンピュータ支援は不可欠 

 試験問題の重複や類似性を検討 

 自らの担当教科だけでなく 

 過去の試験分 

 比較的近年の有名国公私立大学の入試問題 

 

6 



既存試験問題の検索システム 

 キーワード検索（Google検索のようなもの） 

 洩れなく、網羅的に 

 縦書き、PDF 

 新作問題（Word, Excel, PDF）の類似検索 

 全体としての類似性＜洩れのなさ 

 キーワードの自動抽出＆即時の検索 

 共通 

 違和感のない応答 
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システム要件 

 Hyper Estraier（古いフランス語で「迷う」） 

 定評のある全文検索システム 

 N-gramを拡張したインデックス方式→洩れの無
さ 

 コード変換ライブラリ,データ圧縮ライブラリ,組み
込み用DB 

 Linux2.2以降 

 形態素解析Mecab 

 若干のカスタマイズ、ノウハウ 

 PDFの索引付け 
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E6%96%87%E6%A4%9C%E7%B4%A2#N-Gram
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E6%96%87%E6%A4%9C%E7%B4%A2#N-Gram
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E6%96%87%E6%A4%9C%E7%B4%A2#N-Gram


キーワード検索  
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現代社会 

倫理、政治・経済 
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キーワード検索 

国語 

倫理 



関連文書検索の初期画面 
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関連文書検索 
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システムの保守管理 

 インデックスの更新 

 削除文書の反映 

 インデックスの削除 

 更新作業の自動化 

 定期的に実行(cron) 

 現在夜間→１時間おきも容易 
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おわりに 

 Hyper Estraierはコマンドベースで起動可能 

 自作スクリプト 

 UIFを含むシステム改良が容易 

 検索エンジンの中身がわかる安心感 

 NIIからWiki見出し語辞書の提供 

 改良へのコメント 
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